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2017 年度の寄贈資料

大型イノセラムス

むかわ町穂別ほか産

寄贈：堀田良幸（むかわ町）

超大型テキサニテス

（アンモナイト）

むかわ町穂別産

寄贈：堀田良幸（むかわ町）

パキディスクスの一種

（アンモナイト）

平取町産

寄贈：大和治生（札幌市）

20 cm

20 cm

10 cm

10 cm

直径 85ｃｍのアンモナイト

三笠市産

寄贈：吉野弘恭（由仁町）
　殻の内側部分は人工的に作られ

たものです。殻の外周が半巻き弱

破損しているので、生きていたと

きは直径 1ｍ前後の標本です。
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　20 cm ぐらいでも巨大と思える

種類の超大型標本です。

　最下部マーストリヒチアン階か

らは未発見のタイプで、研究上重

要です。

　展示に適した標本群です。大型

イノセラムスの採集は敬遠される

ことが多いので、重要な標本です。

敬称略

受け入れ番号：資料名（個数）寄贈者

2017-001：首長竜化石 (1) 三宅俊一（むか

わ町穂別）

2017-002：アンモナイト (1) 堀田良幸（む

かわ町穂別）

2017-003：アンモナイト (1) 松田敏昭（札

幌市）

2017-004：ブラジル産化石 (2) 清水繁夫（む

かわ町花園）

2017-005：イノセラムス含有岩石 (1) 内田

繁比郎（岩見沢市）

2017-006：アンモナイト (5) 内田繁比郎

2017-007：首長竜化石 (1) 内田佳祐、内田

繁比郎

2017-008：アンモナイトほか (150) 伊豆倉

正隆（札幌市）

2017-010：首長竜？化石 (1) 伊豆倉正隆

2017-011：首長竜？化石 (1) 伊豆倉正隆

2017-012：首長竜？化石 (1) 伊豆倉正隆

2017-013：モササウルス？化石 (1) 伊豆倉

正隆

2017-014：木材化石 (1) 堀田良幸

2017-015：アンモナイト (1) 堀田良幸

2017-016：アンモナイト (1) 栗原健一（む

かわ町穂別）

2017-017：アンモナイト (1) 大和治生（札

幌市）

2017-018：アンモナイト (1) 大和治生

2017-019：オウムガイ(1)河野忠男（札幌市）

2017-020：大型イノセラムス、笠型巻貝、

アンモナイト (12) 堀田良幸

2017-021：大型アンモナイト (1) 吉野弘恭

（由仁町）

2017-022：アンモナイト、イノセラムス

(9) 伊豆倉正隆

2017-023：アンモナイト (2) 重田康成（国

立科学博物館）

2017-024：アンモナイト (17) 伊豆倉正隆

2017-025：アンモナイト、イノセラムス

(3) 重田康成
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　昨年度も希少なアンモナイトや脊

椎動物化石などを多数寄贈していた

だきました。ここに記してお礼を申

し上げます。



休館日 町民無料観覧日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

2018 年 5 月

むかわ町天然記念物紹介
   モササウルス・プリズマティクス

（むかわ町文化財第 9号）
　1985 年に渋谷直憲学芸補助員と川上源

太郎学芸員によって発見されたモササウ

ルス類の化石です。1999 年に新種として

記載・報告されました *。

　これは、日本産モササウルス類の数少

ない頭骨の一つであることと、新種であ

るとされた点で重要な化石です。これま

でに日本産および北西太平洋地域産のモ

ササウルス類は 4種のみ（1985 年発表の

しょうかい

ぶんかざい

なおのり げん

たろう

きさい ほうこく

とうこつ

ちいき

ほべつ

みかさ

モササウルス・プリズマティクス化石

モササウルス・ホベツエンシス【むかわ町穂別産】、1999年発表のモササウルス・プリズマティ

クス【むかわ町穂別産】、2008 年発表のタニファサウルス・ミカサエンシス【三笠市産】、

2015 年発表のフォスフォロサウルス・ポンペテレガンス【むかわ町穂別産】）が新種とし

て報告されていて、その内の一つがこの標本です。

学芸員　西村智弘

2018 年 6 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

* 発表論文：櫻井和彦・地徳力・渋谷直憲，1999．北海道穂別町から産出した Mosasaurus（爬虫綱，モササウルス科）の一新種．

穂別町立博物館研究報告 , 第 15 号 , p.53—66.

首長竜化石
むかわ町穂別産
寄贈：内田佳祐、
内田繁比郎（岩見沢市）
　肋骨・指骨と思われる

部分です。

首長竜？化石
むかわ町穂別産
寄贈：伊豆倉正隆
　脊椎骨と思われる部分です。

首長竜？化石
むかわ町穂別産
寄贈：伊豆倉正隆
　肋骨・胃石ほかと思われる
部分です。

モササウルス類？化石
むかわ町穂別産
寄贈：伊豆倉正隆
　骨と歯の断面が見えていま
す。頭骨の一部と思われます。
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穂別市街のガソリンスタンドは夜間と日曜日は
営業していませんのでご注意ください。

開館時間  9:30 ～ 17:00
     （最終入館 16:30)

むかわ町穂別博物館

 300  100

 200  50

観覧料 大人 小学生～
  高校生

個人

団体
(10 名様以上 )

円

円

円

円

小学生未満：無料
むかわ町の小学生～高校生：無料

肋骨指骨 肋骨？

胃石

脊椎骨

歯（断面）

クビナガリュウ

いわみざわ

ろっこつ しこつ

せきついこつ ほね

とうこつ

だんめん


